
●収入の部 

図表2・平成21年度資金収支計算書 平成21年4月1日～平成22年3月31日 

科　目 21年度決算 差　異 

単位：千円 

学生生徒等納付金収入 

手 数 料 収 入  

寄 付 金 収 入  

補 助 金 収 入  

資 産 運 用 収 入  

資 産 売 却 収 入  

事 業 収 入  

雑 収 入  

借 入 金 等 収 入  

前 受 金 収 入  

そ の 他 の 収 入  

資金収入調整勘定 

当年度資金収入合計 

前年度繰越支払資金 

収 入 の 部 合 計  

7,455,332 

193,756 

81,882 

1,304,131 

117,137 

500,000 

119,132 

399,552 

99,466 

468,002 

360,760 

△ 956,551 

10,142,599 

4,175,974 

14,318,573

299,253 

12,473 

28,387 

35,294 

△ 701 

200,000 

4,903 

191,376 

11,746 

△ 32,436 

△ 1,361,274 

△ 231,882 

△ 842,861 

1,172,564 

329,704

20年度決算 

7,156,079 

181,283 

53,495 

1,268,837 

117,838 

300,000 

114,229 

208,176 

87,720 

500,438 

1,722,034 

△ 724,669 

10,985,460 

3,003,410 

13,988,869

●支出の部 
科　目 21年度決算 差　異 

単位：千円 

人 件 費 支 出  

教育研究経費支出 

管 理 経 費 支 出  

借入金等利息支出 

借入金等返済支出 

施 設 関 係 支 出  

設 備 関 係 支 出  

資 産 運 用 支 出  

そ の 他 の 支 出  

資金支出調整勘定 

当年度資金支出合計 

次年度繰越支払資金 

支 出 の 部 合 計  

5,813,433 

1,562,151 

587,293 

13,158 

172,523 

1,400,968 

634,002 

787,972 

374,416 

△ 679,620 

10,666,295 

3,652,278 

14,318,573

20年度決算 

5,381,874 

1,655,118 

508,153 

15,663 

170,826 

1,570,084 

213,158 

261,476 

399,922 

△ 363,379 

9,812,895 

4,175,974 

13,988,869

431,559 

△ 92,967 

79,140 

△ 2,505 

1,697 

△ 169,116 

420,844 

526,496 

△ 25,506 

△ 316,241 

853,400 

△ 523,696 

329,704

図表1・平成21年度消費収支計算書 平成21年4月1日～平成22年3月31日 

●消費収入の部 
科　目 21年度決算 構成比（％） 差　異 

単位：千円 

帰属収支差額（Ａ－Ｃ） 877,175

20年度決算 

415,057 462,118

学生生徒等納付金 

手 数 料  

寄 付 金  

補 助 金  

資産運用収入 

事 業 収 入  

雑 収 入  

帰属収入合計（Ａ） 

基本金組入額合計 

消費収入合計（Ｂ） 

●消費支出の部 
科　目 21年度決算 差　異 

単位：千円 

人 件 費  

教育研究経費  

管 理 経 費  

借入金等利息  

資産処分差額  

徴 収 不 能 額  

消費支出合計（Ｃ） 

当年度消費収支差額（Ｂ－Ｃ） 

前年度繰越消費収支差額 

基本金取崩額  

翌年度繰越消費収支差額 

5,415,176 

2,427,585 

657,232 

13,158 

84,971 

692 

8,598,814 

△ 1,335,823 

△ 4,637,334 

0 

△ 5,973,157

122,072 

△ 70,114 

79,356 

△ 2,505 

△ 178,301 

△ 283 

△ 49,775

20年度決算 

5,293,104 

2,497,699 

577,876 

15,663 

263,272 

975 

8,648,589 

△ 1,479,053 

△ 3,158,281 

0 

△ 4,637,334 

構成比（％） 

57.1 

25.6 

6.9 

0.1 

0.9 

0.0 

90.7

7,455,332 

193,756 

90,320 

1,304,131 

117,137 

119,132 

196,181 

9,475,989 

△ 2,212,997 

7,262,991

78.7 

2.0 

1.0 

13.8 

1.2 

1.3 

2.1 

100.0 

△ 23.4 

76.6

7,156,079 

181,283 

60,139 

1,268,837 

117,838 

114,229 

165,242 

9,063,646 

△ 1,894,110 

7,169,536

299,253 

12,473 

30,181 

35,294 

△ 701 

4,903 

30,939 

412,343 

△ 318,887 

93,455

平成22年度予算について Ⅲ 
　平成21年9月理事会で承認された予算編成方針に基づき新規予

算を査定し、経常費予算等と合わせて平成22年度予算を編成しました。

1. 資金収支予算書について（図表6を参照） 
　収入の部では、学生生徒等納付金収入は74億23百万円を計上しま

した。看護学部の開設に伴う在籍学生数の増加を見込みました、手数

料収入は、1億95百万円を計上し、前年度比23百万円増額としました。

補助金収入は、13億69百万円を計上しました。

　支出の部では、人件費支出は59億24百万円を計上し、看護学部の

開設に伴い、前年度比で1億5百万円の増額としました。教育研究経費

支出は、16億42百万円を計上し前年度比で40百万円の減額としました。

管理経費支出は、5億94百万円で前年度比46百万円減額しました。

看護学部棟建設工事を行った前年度に対して、施設関係支出は、63百

万円を計上し、前年度比13億53百万円の減額、設備関係支出は、4億

12百万円を計上し、前年度比で3億7百万円の減額となっています。

 

 

 

2.消費収支予算書について（図表7を参照） 
　帰属収入は、94億45百万円を計上し、前年度比で94百万円の減

額としました。学生生徒数の超過や補助金の増減により帰属収入額

は変わります。基本金繰入額は、主に第1号基本金と第3号基本金の

組入で6億2百万円を計上し、前年度比で17億11百万円減額としま

した。その結果、消費収入は88億44百万円で、前年度比16億17百

万円の増額となります。

　一方、消費支出は92億51百万円を計上し、前年度比で3億84百

万円の増額となりました。その結果、消費収入から消費支出を差し

引いた平成22年度の消費収支差額は、4億7百万円の支出超過と

なります。収支の均衡を図る上で、平成22年度も引き続いて、支出の

抑制に務めて、決算時には均衡に近づける努力が必要になります。

（財務管財部財務経理課：keiri@ml.sugiyama-u.ac.jp）
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学校法人会計の基礎知識
　学校法人は、一般の営利企業と異なり、教育研究活動を永続的に進展させていくことを前提とした公共性の強い法人です。
そのため、会計面でも、資本金という概念はなく、学校法人会計特有の基本金という概念が用いられています。学校法人の会
計については、「学校法人会計基準（文部科学省令、以下「基準」という。）」の規定に基づき、監査や会計報告を行うことに
なっています。報告のために、資金収支計算書、消費収支計算書、貸借対照表の三表の作成が義務付けられています。 

資金収支計算書  
　資金収支計算書は、企業会計のキャッシュフロー計算書に近いもので、当該会計年度（4月1日から翌年3月31日）
の諸活動に対応する全ての収支内容を明らかにするとともに、その年度の諸活動に関係はないけれども、当該年度
中に現金での収支があった全ての内容を明らかにするためのものです。資金収支計算では、まず当該年度の活動に
関する収支及び当該年度に関係のない現金収支（前受金収入や前払金支出）を全て合計し、そこから当該年度に
実際には現金の動きのなかったもの（未収入金収入や未払金支出等）を差し引くという流れで計算を行います。なお、
資金収支計算書の「支出の部／次年度繰越支払資金」は当該年度末の貸借対照表「資産の部／現金預金」と
一致することから、資金収支計算書は貸借対照表の現金預金の動きを表しているといえます。 

消費収支計算書 
　消費収支計算書では、収入・支出科目は資金収支計算書とほぼ同じですが、負債とならない自己資金の単年度収支を
見るために借入金収支や前受金収入及び複数年度に渡って使用する資産関係の支出等は除かれ、当該会計年度に関
係のある経常的収支（減価償却費等の現金収支を伴わないものも含む）のみを表します。消費収支計算書は企業会計の
損益計算書と同様、その年度の経営状況を表すものといえますが、計算の仕組みに学校法人会計の特徴があります。 

消費収支計算書の仕組みと目的 
　消費収支計算では「帰属収入（負債とならない収入）」から、まず恒久的に使用する資産取得額（「基本金組入額」）を
差し引きます。その残額を「消費収入」と呼び、そこから当該年度の教育研究活動等に使用した「消費支出」を差し引いた
ものが「消費収支差額」です。帰属収入から先に基本金組入額を差し引くのは、自己資金である帰属収入から資産取得分
を確保することによって保有する資産を確実に自己資金によって取得したことにするためです。よって、自己資金でない借入
等により購入した資産は基本金組入額には含まれません。消費収支差額は当該年度の収支均衡状況を表すものであり、
学校法人会計では教育研究活動を永続させるためにも長期的な計画のもとに収支の均衡を保つことが必要となります。 

貸借対照表 
　その会計年度末（3月31日）時点における財産の状態（過年度からの累積）を前年度と対比して明らかにするもの
で、一定時点での学園の財政状態を示しています。科目としては、資産の部とその資金調達源を表す負債の部（借
入金等）・基本金の部（自己資金）・消費収支差額の部を対比させる形で表示します。消費収支計算での基本金組
入額は、基本金の部へと蓄積されていきます。 

「基本金」「基本金組入額」について  
　基本金は、学校法人がその諸活動の計画に基づき、必要な資産を継続的に保持するために維持すべきものとして、
その帰属収入のうちから組み入れた金額で、第1号基本金から第4号基本金まであります。 
第1号基本金：学校法人が設立当初に取得した固定資産（土地・建物・設備（機器備品や図書等））で教育の用

に供されるものの価額又は新たな学校の設置・既設の学校規模の拡大・教育の充実向上のために取得した固定資
産の価額です。 
第2号基本金：学校法人が新たな学校の設置又は既設の学校の規模拡大・教育の充実向上のために将来取得

する固定資産の取得に充てる金銭その他の資産の額です。 
第3号基本金：基金として継続的に保持し、かつ、運用する金銭その他の資産の額です。この運用により生じた果
実を各種奨学金等の原資としています。 
第4号基本金：恒常的に保持するとして文部科学大臣の定める額で、1年間の支払に要する額の12分の1の額となります。 

企業における資本金は出資者である株主の持分といえますが、基本金は基準で定められた一定の資産を学校法人
自らが永続的に留保する金額であり、誰にも持分というものはありませんし、いったん組み入れた基本金は、一定の条
件を満たさないと取り崩すことはできません。 

「基本金」と「基本金引当資産」 
　貸借対照表の基本金の部は、同表資産の部に記載されている資産のうち自己資金によって購入されたものがい
くら分あるかということを表しています。一方、資産の部／その他の固定資産には「第2号（第3号）基本金引当資産」
というものがあり、これらはそれぞれ基本金の部の第2号基本金及び第3号基本金の資金的な裏付けとなる積立預
金等のことです。本学園でも第2・3号基本金と同額の引当資産をそれぞれ保有し、基本金組入れを行う際は基本金
と同額の資金を引当資産に増額しています。ちなみに、第1号基本金は資産の部の有形固定資産／土地・建物・備
品・図書等に主に対応し、第4号基本金（運転資金額）は流動資産／現金預金の中に確保されています。 

One Point !!

 

●収入の部 
科　目 22年度予算 差　異 

単位：千円 ●支出の部 単位：千円 

7,423,308 

195,097 

33,339 

1,368,872 

95,057 

100,000 

106,355 

217,902 

2 

408,060 

564,042 

△ 640,192 

9,871,842 

3,092,253 

12,964,095

△ 21,932 

22,756 

△ 46,585 

162,645 

△ 33,798 

△ 400,000 

2,723 

△ 179,388 

△ 95,153 

△ 4,290 

185,165 

215,459 

△ 192,398 

△ 1,083,721 

△ 1,276,119

学生生徒等納付金収入 

手 数 料 収 入  

寄 付 金 収 入  

補 助 金 収 入  

資 産 運 用 収 入  

資 産 売 却 収 入  

事 業 収 入  

雑 収 入  

借 入 金 収 入  

前 受 金 収 入  

そ の 他 の 収 入  

資金収入調整勘定 

当年度資金収入合計 

前年度繰越支払資金 

収 入 の 部 合 計  

科　目 22年度予算 差　異 

5,923,931 

1,641,625 

593,667 

10,654 

173,208 

63,245 

412,155 

855,712 

691,326 

100,000 

△ 344,245 

10,121,278 

2,842,817 

12,964,095

21年度予算 

7,445,240 

172,341 

79,924 

1,206,227 

128,855 

500,000 

103,632 

397,290 

95,155 

412,350 

378,877 

△ 855,651 

10,064,240 

4,175,974 

14,240,214

21年度予算 

5,818,829 

1,681,372 

639,772 

13,160 

172,523 

1,415,752 

719,105 

800,758 

461,121 

100,000 

△ 674,431 

11,147,961 

3,092,253 

14,240,214

105,102 

△ 39,747 

△ 46,105 

△ 2,506 

685 

△ 1,352,507 

△ 306,950 

54,954 

230,205 

0 

330,186 

△ 1,026,683 

△ 249,436 

△ 1,276,119

人 件 費 支 出  

教育研究経費支出 

管 理 経 費 支 出  

借入金等利息支出 

借入金等返済支出 

施 設 関 係 支 出  

設 備 関 係 支 出  

資 産 運 用 支 出  

そ の 他 の 支 出  

［ 予 備 費 ］ 

資金支出調整勘定 

当年度資金支出合計 

次年度繰越支払資金 

支 出 の 部 合 計  

注）構成比（％）は帰属収入合計を100とした比率です。 
 

●消費収入の部 
科　目 22年度予算 構成比（％） 差　異 

単位：千円 

7,423,308 

195,097 

38,742 

1,368,872 

95,057 

1 

106,355 

217,902 

9,445,334 

△ 601,678 

8,843,656 

194,370

△ 21,932 

22,756 

△ 46,587 

162,645 

△ 33,798 

△ 1 

2,723 

△ 179,388 

△ 93,582 

1,710,858 

1,617,276 

△ 477,871

78.6 

2.1 

0.4 

14.5 

1.0 

0.0 

1.1 

2.3 

100.0 

△ 6.4 

93.6

学生生徒等納付金 

手 数 料  

寄 付 金  

補 助 金  

資 産 運 用 収 入  

資 産 売 却 差 額  

事 業 収 入  

雑 収 入  

帰属収入合計（Ａ） 

基本金組入額合計 

消費収入合計（Ｂ） 

●消費支出の部 
科　目 22年度予算 構成比（％） 差　異 

単位：千円 

5,834,855 

2,575,968 

665,500 

10,654 

63,986 

1 

100,000 

9,250,964 

△ 407,308 

△ 6,277,629 

△ 6,684,937

21年度予算 

7,445,240 

172,341 

85,329 

1,206,227 

128,855 

2 

103,632 

397,290 

9,538,916 

△ 2,312,536 

7,226,380 

672,241

21年度予算 

5,420,235 

2,547,976 

708,016 

13,160 

77,287 

1 

100,000 

8,866,675 

△ 1,640,295 

△ 4,637,334 

△ 6,277,629

414,620 

27,992 

△ 42,516 

△ 2,506 

△ 13,301 

0 

0 

384,289

61.8 

27.3 

7.0 

0.1 

0.7 

0.0 

1.1 

97.9

人 件 費  

教 育 研 究 経 費  

管 理 経 費  

借 入 金 等 利 息  

資 産 処 分 差 額  

徴 収 不 能 額  

［ 予 備 費 ］ 

消費支出合計（Ｃ） 

当年度消費収支差額（Ｂ－Ｃ） 

前年度繰越消費収支差額 

翌年度繰越消費収支差額 

帰属収支差額（Ａ－Ｃ） 

図表6・平成22年度資金収支予算書 平成22年4月1日～平成23年3月31日 

図表7・平成22年度消費収支予算書 平成22年4月1日～平成23年3月31日 

●人件費依存率（％） 
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●消費支出比率（％） 
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●消費収支比率（％） 
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